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１．はじめに	

筆者の理想とする授業は「子どもたちが成

長を実感できる授業」である。成長する喜びを

知ることで，何事にも挑戦できる人材を育むこ

とができると考えているからだ。そこで当初は，

成長を実感できる授業には，子どもたちが課題

を明確に捉え，課題解決に向けて主体的に取り

組み，授業の成果を振り返るという要素が必要

なのではないかと漠然と考えていた。	

２年次になり大学院の講義や基礎インター

ンシップを通じて（筆者は小学校教員養成長期

プログラム受講者であり，２年次より大学院の

カリキュラムを受講する），漠然と考えていた

要素の一つである，主体的に活動に取り組むこ

とに関しては，子ども同士が対話を通じて課題

解決を行うことが重要なのではないかと考えた。

そこで，子どもたちが対話を通じて学びとれる

ような授業を行いたいと考えるようになった。	

３年次の総合インターンシップⅠでは，対

話的な学びを促す手立てを講じ，子どもが自分

の考えを持ち，対話を通じて課題解決を図れる

ような授業展開を心掛けた。しかし，それでも

なお，教師主導で，子どもたちが学習目標を達

成できておらず，筆者の理想とする授業から大

きくかけ離れた授業となってしまった。	

そこで，子ども同士の対話に着目する以前

に，子どもが主体となれる授業設計や教師の姿

勢がより重要であると考え，ねらいに沿った思

考を促すことを通した子どもが主体となる授業

づくりを目指し，最終的に本テーマを設定した。	

以下，上記のような考えの変遷の経緯を，

インターンシップ等で行った授業実践の振り返

りとともに述べる。	

	

２．２年次の実践研究	

	 ２年次の前期授業科目の「授業づくりのチー

ム演習」で行った模擬授業と，基礎インターン

シップの授業内容は次の通りである。	

	 実施日	 場所・学年	 教科・単元	

１	 2017.5.2

授業づくりのチーム演習	

大学院授業	

第２学年	

体育科	

体ほぐし運動	

２	 2017.10.28	

基礎インターンシップ	

Ｎ小学校	

第１学年	

算数科	

ひきざん（２）	

	

（１）「授業づくりのチーム演習」の振り返り	

本授業における模擬授業の実施を通して目

標分析，課題分析の甘さが浮き彫りとなった。	

授業目標を「楽しく運動できる行い方を工

夫し、体を動かす楽しさに気付く。」としたが，

工夫する点を児童役に丸投げしため，児童が何



をしたらいいか分からない活動となってしまっ

ていた。	

目標を達成するための，運動の行い方を工

夫するための手立ても，体を動かす楽しさに気

づけるようにするための手立ても，いずれも行

なっていないことに気づいた。それに伴って，

目標とする工夫した動きや体を動かす楽しさと

はどういう状態を指すのかが，筆者自身の中で

明確になっていないことも分かった。	

この経験から，授業後の子どもの姿を具体

的にイメージすることで目標を設定し，その目

標を達成するための課題を設けることが，筆者

の授業改善に繋がると考えた。	

	

（２）基礎インターンシップの振り返り	

本時は減加法についての理解をねらいとし

ている。数図ブロックの操作を通して減加法の

仕方を説明する活動だけでなく，子どもから出

てきた数え引きや，減減法での考え方も同様に

計算方法を説明させ，比較することで，減加法

の理解を深め，良さを実感できるようにしたい

と考えた。	

○成果	

「10 のまとまり」に着目しやすい用具を提

示することで，減加法の考え方を子どもたちか

ら引き出すことができた。	

○課題	

授業計画では，それぞれの引き算の考え方

の違いを説明し合う中で，減加法の理解を深め，

良さを実感できると考えていたが，結果として，

対話を通じた学びを促すことができなかった。

筆者の課題として 3点挙げる。	

①考えるための材料を引き出していない	

減加法と数え引きの違いを考える場面で発

言していたのは，自主活動の段階で減加法を用

いて考えていた児童のみであった。その要因と

して，本授業のポイントである「１０のまとま

り」と「ばら」に分けて考える方法があったこ

とを想起させていなかったことが考えられる。	

②ねらいに迫る発問ができていない	

子どもが計算方法を説明した際に，本時の

ポイントとなる点について問うことができなか

ったため，減加法の簡便さが伝わらず，良さに

気づかせることができなかった。原因としては，

子どもの反応が想定できていなかったこと，筆

者自身が要点を把握できておらず，減加法につ

いての理解を深めるための発問が用意できてい

なかったことが挙げられる。	

③対話の起こる課題設定となっていない	

本授業における引き算の３つの考え方の違

いを考える活動では，もともと数え引き，減減

法で考えていた子ども達にとって，他の意見を

聞きたい，取り入れたいと感じさせことができ

なかったために，対話が起きておらず，減加法

で考えようと感じさせることはできなかった。

どの考え方が考えやすいかという視点を与える

ことで，考えの交流が生まれるのではないかと

考えた。	

	

以上３つの課題をもとに，筆者が目指す授

業を実現するためには，考えるための材料を引

き出すことや，対話を深める発問を行うことが

重要になると考え，総合インターンシップでは

その点に留意した授業づくりをしようと考えた。	

	

３．３年次の実践研究	

	 総合インターンシップⅠ・Ⅱで行った授業内

容は次の通りである。	

	 実施日	 場所・学年	 教科・単元	

１	 2018.5.24	 K 小学校	算数科	



総合インターンシップⅠ 	第 2 学年	 たし算とひき算の筆算	

２	 2018.11.1	

総合インターンシップⅡ 	

K 小学校	

第 2 学年	

道徳科	

公平な態度で	

	

（１）総合インターンシップⅠの振り返り	

本時では，計算棒を操作する活動を行うこ

とで，筆算の仕方を児童が見つけ出し，筆算の

仕方が理解できることをねらいとした。そこで，

「10 のまとまり」に着目させることと，計算

棒や式の横並びと縦並びではどちらがわかりや

すいか考える活動を行うことで，子ども達が対

話を通じて課題解決を図れると考えた。	

○成果	

①子どもの発言回数が多くなった	

子どもの発言に対して，本時のポイントと

なる点を引き出せるよう問い返しを細かく行な

ったことや，計算棒が横並びと縦並びではどち

らがわかりやすいか発問したことで，異なる意

見が生まれ，理由を説明し合う機会があったた

めと考えられる。	

②既習事項を基にして自分なりの考えを持つこ

とができる子どもが多かった	

既習事項を振り返り，位を意識できるよう

な発問を行ったためであると考えられる。	

○課題	

①本時のねらいに迫る発問となっていない	

計算棒や式の横並びと縦並びではどちらが

わかりやすいか考える活動ではなく，縦並びの

計算の方法について対話を通じて考えていくべ

きであった。	

②知識を関連づけられるような言葉がけをして

いない	

筆算の計算方法は導入場面での計算棒を使っ

た考え方を生かして考える必要があったが、そ

れらを関連づけて考えることができた児童は一

部であり、その児童の説明を聞いても他の児童

は理解できていない様子であった。そのため、

教師がやり方を教え込むという形となってしま

った。導入の考え方と関連づけて考えられるよ

うな声かけを行う必要があると考えた。	

③子どもを主体とした授業展開ができていない	

授業の中で子どもの理解度に合わせて、臨

機応変に発問を変えることができず、細案に拘

ってしまっていたため、子どもが理解している

と思われる内容も予定通り掘り下げて聞き、レ

ールに乗せたような授業となっていた。授業設

計の段階で子どもの実態に合わせた発問内容に

するとともに、最初から分からずとも、問題を

解くことや、友達の意見を聞く中で理解できる

ような展開にすべきであると感じた。	

	

以上３つの課題をもとに，総合インターン

シップⅡでは，ねらいに沿った学習活動と知識

を関連づけられるような声かけや発問を行うと

ともに，児童理解に基づいた授業設計を心がけ

た。	

	

（２）総合インターンシップⅡの振り返り	

	 本時のねらいとなる，「公平」な態度を養う

ため，目標分析，課題分析を行い，学習活動を

精査するとともに，資料と生活を関連づけられ

るような声かけを行った。	

○成果	

	 成果としては，子ども達が道徳的判断を行

うことができていたことが挙げられる。	

子ども達は筆者の揺さぶり発問に対して，

根拠をもとに善悪の判断ができ，まとめの際に

はねらいとなる道徳的価値の大切さに気付いた

と思われる発言があった。	

子ども達が道徳的判断を行うことができて



いた要因としては，学級の実態にもとづいた目

標分析を行い，授業後の子ども像を明確にイメ

ージし，その目標を達成できるよう，道徳性の

４つの構成要素を養うための課題分析を行った

ことがある。また，根拠に基づく道徳的判断が

できるよう，子ども達が気付いておくべき，登

場人物の心情，因果関係，問題の所在，客観的

事実，前提知識などのポイントを吟味した。こ

れらの教材研究により必要な発問が精査され，

適切な問い返しができ，子どもに思考してほし

い内容に焦点を絞ることができた。	

加えて半年以上における児童の観察や関わ

り，宿題の丸つけなどによって，児童の実態が

以前より掴めていたことにより，取り入れるべ

き学習活動や活動形態などを児童の実態に合わ

せて精査でき，ねらいに迫る活動になっていた

と考える。	

○課題	

授業のまとめで,子ども達がワークシートに，

自分の生活を振り返り，これから気をつけたい

ことを書けておらず，子ども達を道徳的行動に

つなげることができなかった。	

要因として３つある。一つ目は，子ども達

が日常生活において，自分や他者の行動を公

平・不公平という客観的な視点で振り返ること

ができていなかったことが挙げられる。そこで，

公平に関する子どもの身近な経験を掘り起こす

ことや，子どもが資料における道徳的問題を見

つけ，自分なりに言語化した内容が「公平でな

いこと」であると教えることで，公平という概

念を明確に掴むことができ，「公平」に関する

生活経験を振り返ることができたのではないだ

ろうか。	

二つ目は，物語の解釈の段階で子ども達が

自分のことと関連づけて考えられていなかった

ことが考えられる。自分だったらどう行動する

かなどの発問や，子どもの考えの根拠として，

今までの経験を掘り下げて聞くなどの場面を設

けていなかったため，深く登場人物への自己関

与ができていなかったことが考えられる。	

三つ目は，経験を想起しやすいような手立

てを行なっていなかったことが挙げられる。本

時では，教材に関する内容が終わったら，すぐ

にワークシートを書く活動に取り組ませたため，

子ども達は何を書けばいいのか分からなかった

と考えられる。子どもにワークシートを書かせ

る前に筆者の体験を話したり，分かっている子

どもに発表させたり，実際の生活の中で公平に

できていない具体的場面を挙げるなどして例示

をしたり，子ども同士で話し合いを行うなど，

見通しを持てるような手立てを講じる必要があ

ったと考える。	

	

４．今後の取り組みについて	

本研究を通して，ねらいに沿った思考を促

すには，子どもの実態に即した目標分析と課題

分析を行い，教師自身がねらいを絞り，学習活

動において子ども達が考えられるよう，子ども

目線にたった手立てを講じることが重要である

ことが分かった。その際，教師自身が子どもに

行わせる活動を予め行い，活動のポイント，教

師自身はなぜ理解できるのかを考えておく。ま

た，子どもが授業のねらいを理解しやすいよう，

今までの経験や知識を本時の内容を関連させる

ことができるような策を講じておく。これらを

通して，ねらいに沿った思考を促したい。	

4 月からも正規の教員として，本研究の課題

と向き合い，省察を続け，「子どもたちが成長

を実感できる授業」に向けて，授業実践力の向

上に努めていきたい。	


